
  

 
報道関係者 各位 

令和 6 年 2 月 13 日 
名取市教育部市史編さん室 

 

講演会「貞山運河歴史セミナー」を開催します 
 

 
貞山運河は全長 31.5 キロに及ぶ日本一長い運河です。「貞山掘」の呼び名で親しまれてい

る水路はどのような目的で作られ、どんな恵みをもたらしたのでしょうか。約 400 年前、

伊達政宗の命で築かれてから令和の今日まで、いまに伝えるメッセージを読み解きます。 

 

本市では、全 5巻からなる新『名取市史』を刊行する予定で、現在、編さん作業に取り組

んでおります。講演の部の講師の先生は、いずれも名取市市史編さん専門部会（近世）の

メンバーで、新『名取市史』の中世・近世編を担当しております。 

 

 

記 

 
 
日時 令和 6 年 2 月 23 日（金・祝）午後 1 時 30 分～午後 4 時 30 分 

（開場：午後 1 時） 
 
 
場所 名取市文化会館・中ホール（名取市増田字柳田 520 番地） 
 
 
内容 

（話題提供の部）大和田雅人氏（貞山運河ネット副会長、フリージャーナリスト） 

 

（講演の部） 

「仙台城下建設を支えた閖上湊」菅野正道氏 

（郷土史家、元仙台市市史編さん室長） 

「江戸時代の閖上湊と東廻り海運」井上拓巳氏 

（さいたま市教育委員会事務局文化財保護課学芸員） 

 

 

参加費 500 円（事前申込必須） 申込はこちらから→ 

 

 

主催 一般社団法人 貞山運河ネット   共催 名取市教育委員会 

 

 

【問い合わせ】 
名取市教育部市史編さん室 
電話／022-290-2090 


